


DEFINITION

次元往還能力とは何か
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超低次元の一点を保持したまま、

超高次元の全体構造までたどり、再び一点へ戻る。

異なる次元のあいだを往復しながら、

各階層にある事実と関係の筋を保持する力

超低次元 → 超高次元 → 超低次元

ミクロ → マクロ → ミクロ → マクロ……







DIMENSIONAL RANGE

重要なのは、高さではなく「次元幅」
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微細な差異

局所構造

個人・関係

制度・社会

生命・自然・文明

どこまで降りられるか。どこまで上がれるか。

そのあいだを、事実を失わずに往復できるか。

抽象と実体、細部と全体を切り離さず、往復の幅そのものを知性として捉える。





INTELLIGENCE AS SHUTTLE

知性を、次元往還として捉え直す
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01

具象を保持 →

02

関係を編む →

03

次元を往還 →

04

ミクロとマクロを照合 →

05

ズレを可視化 →

06

全体を再配置 →

07

次の生成

構造を完成した答えとして固定せず、

事実との照合によって、何度でも更新する。

知識量や処理速度だけではなく、異なる階層をつなぎ直せること。





CONTINUOUS GENERATION

次元は、上昇するだけのものではない。

縮約され、展開され、下降し、上昇し、再び戻る。

生命、自然、人間、社会、芸術は、次元間の往復によって、

部分と全体を相互に変化させながら生成を続けている。

超低次元と超高次元を往復し、

そのあいだを貫く関係の筋を捉える。
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